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東
武
東
上
線
に
若
葉
駅
が
開
設
さ
れ
た
の
は
昭
和
54
年
。
ず
い
ぶ
ん
前
の
よ

う
で
す
が
、
東
上
線
の
長
い
歴
史
か
ら
見
れ
ば
比
較
的
新
し
い
駅
で
す
。
当
初
、

若
葉
駅
の
周
り
に
は
新
し
い
住
宅
団
地
と
工
業
団
地
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
30
余
年
。街
は
い
ま
も
進
化
し
て
い
ま
す
。平
成
16
年
に
は
駅
東
口
に
オ
ー

プ
ン
モ
ー
ル
「
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
」
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ま
、
西
口
に

は
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の
暮
ら
し
を
提
案
す
る
住
宅
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

（
わ
か
ば
）

緑
が
いっ
ぱ
い

緑
が
いっ
ぱ
い

花
いっ
ぱ
い
の
街

花
いっ
ぱ
い
の
街
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東
口
に「
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
」

西
口
に「
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
テ
ラ
ス
若
葉
」

　

若
葉
駅
が
開
設
さ
れ
る
と
、
ま
ず
東
口
が
整
備
さ
れ
、

新
し
い
街
づ
く
り
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
平
成
16
年
に

は
大
型
複
合
商
業
施
設「
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
」が
オ
ー
プ
ン
。

核
店
舗
の
食
品
ス
ー
パ
ー
は
じ
め
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
飲
食
、

生
活
関
連
な
ど
50
以
上
の
専
門
店
と
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ

ク
ス
、
そ
れ
に
多
目
的
ホ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
集
合
す
る
オ
ー
プ
ン
モ
ー
ル
の
施
設
は
、

ま
る
で
ひ
と
つ
の
小
さ
な
街
み
た
い
で
す
。

　

一
方
、
西
口
に
は
平
成
16
年
に
な
っ
て
新
し
い
駅
舎
が

完
成
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
調
赤
レ
ン
ガ
風
の
駅
舎
に
合
わ
せ
て
、

駅
前
広
場
も
シ
ッ
ク
な
石
畳
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
期
に
西
口
周
辺
も
再
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ま
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
西
口
広
場
の
そ
ば
に
建

設
中
の
全
１
７
４
戸
の
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
「
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
テ
ラ
ス
若
葉
」
で
す
。
若
葉
駅
ま
で
徒
歩
２
分
。
１
階

に
は
天
然
温
泉
浴
場
が
あ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
気
分
ま
で
味
わ

え
ま
す
。
サ
ウ
ナ
ル
ー
ム
や
温
泉
ラ
ウ
ン
ジ
も
備
わ
り
、

居
住
者
同
士
の
親
睦
が
い
っ
そ
う
深
ま
り
そ
う
で
す
。
ま

た
駅
舎
施
設
内
に
は
一
時
保
育
・
休
日
保
育
・
送
迎
保
育

を
行
う
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
、
子
育
て
フ
ァ
ミ

リ
ー
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

若
葉
駅
西
口
か
ら
南
西
に
20
分
ほ
ど
歩
い
た
住
宅
地
に

は
、
木
立
に
守
ら
れ
る
よ
う
に
静
か
な
水
面
を
湛
え
た
雷か
ん

電だ
ち

池
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は
大
蛇
に
ま
つ
わ
る

伝
説
が
あ
り
、
日
照
り
の
夏
に
は
竹
と
藁
で
作
っ
た
巨
大

な
大
蛇
を
、
村
人
が
担
い
で
池
に
入
っ
て
泳
ぎ
ま
く
る
と

い
う
雨
乞
い
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
れ
が
現
在
、
国

選
択
無
形
民
俗
文
化
財
「
脚す

ね

折お
り

雨あ
ま

乞ご
い

」
と
し
て
甦
り
、
地

元
の
保
存
会
の
手
で
４
年
に
一
度
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
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初
夏
の
風
を
受
け
て

一
面
に
ポ
ピ
ー
が
咲
き
誇
る

　

若
葉
駅
の
駅
舎
は
２
階
が
改
札
口
に
な
っ
て
い
て
、
東

口
か
ら
地
上
に
下
り
る
こ
と
な
く
歩
行
者
専
用
の
デ
ッ
キ

で
ワ
カ
バ
ウ
ォ
ー
ク
へ
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

駅
前
か
ら
ま
っ
す
ぐ
北
東
へ
伸
び
る
若
葉
台
通
り
を
歩

い
て
み
ま
し
た
。
か
つ
て
こ
の
一
帯
は
旧
陸
軍
坂
戸
飛
行

場
跡
地
で
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
平
ら
な
土
地
が
そ
れ
を
物

語
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
若
葉
台
団
地
が
誕
生
し
た
の
は
、

若
葉
駅
の
開
設
と
同
じ
昭
和
54
年
。
い
ま
は
緑
豊
か
で
閑

静
な
住
宅
街
に
な
っ
て
い
ま
す
。
広
々
と
し
た
敷
地
に
樹

木
が
枝
葉
を
広
げ
る
富
士
見
中
央
近
隣
公
園
は
、
公
園
と

い
う
よ
り
森
林
の
趣
。テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
野
球
場
、フ
ィ
ー

ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
も
備
え
て
い
ま
す
。
富
士
見
緑
地
通

り
は
ナ
ラ
や
ケ
ヤ
キ
、
ス
ギ
、
イ
チ
ョ
ウ
な
ど
が
続
く
並

木
道
。
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
最
適
な
環
境
で
す
。

　

住
宅
街
を
抜
け
る
と
、
今
度
は
富
士
見
工
業
団
地
が
続

き
ま
す
。
こ
こ
も
ま
た
１
社
１
社
の
広
い
敷
地
に
芝
生
や

緑
の
植
樹
が
さ
れ
て
、
ま
る
で
公
園
の
中
に
会
社
が
あ
る

と
い
っ
た
趣
。

　

や
が
て
黄
金
色
に
輝
く
見
慣
れ
な
い
屋
根
が
見
え
て
き

ま
し
た
。
道
教
の
お
宮
「
聖せ
い

天て
ん

宮き
ゅ
う」
で
す
。
台
湾
の
宮
大

工
の
手
で
15
年
の
歳
月
を
か
け
て
平
成
７
年
に
開
廟
。
日

本
で
は
最
大
級
の
規
模
で
、
多
彩
な
彫
刻
が
施
さ
れ
た
天

門
、
前
殿
、
本
殿
、
鐘
楼
な
ど
を
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
の
聖
天
宮
の
前
に
広
が
る
休
耕
田
に
は
「
シ
ャ
ー

レ
ー
ポ
ピ
ー
」「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
ポ
ピ
ー
」
な
ど
約
2.5

ヘ
ク
タ
ー
ル
に
ポ
ピ
ー
が
植
え
ら
れ
、
５
月
に
な
る
と
一

斉
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
東
上
線
沿
線
で
は
屈
指
の
ポ

ピ
ー
畑
。
こ
の
鮮
や
か
な
花
が
、
進
化
を
続
け
る
若
葉
の

街
の
初
夏
を
飾
る
の
で
す
。
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若葉データファイル
〈坂戸市戸宮ポピーまつり〉・・●交通＝若葉駅東口
徒歩30分／東武バス「八幡団地行き」「東坂戸団地
行き」「川越行き」で「戸宮交差点」下車徒歩５分
●開催期間＝４月29日(金) ～５月29日(日)
●入園料＝100円　＊5/7 ～ 5/22の土日はイベン
ト開催。5/8(日)・5/22(日)は気球を上げるイベント
（天気により中止の場合あり）
問同実行委員会・栗原☎090-4169-0245
〈ワカバウォーク〉・・●交通＝若葉駅東口徒歩１分
●営業時間（映画館を除く）＝10：00～21：00（スー
パー、飲食店は～ 22： 00）　＊年中無休　問三
菱商事都市開発(株)ワカバマネジメントセンター☎
049-272-5210
〈ステーションテラス若葉〉・・詳細はP16参照。
〈聖天宮〉・・●交通＝上記「ポピーまつり」と同じ　
●拝観時間＝10：00 ～ 16：00　＊年中無休　
●拝観料金＝300円（中学生以下、障がい者無料）
問☎049-281-1161
〈さいじきや〉・・●交通＝若葉駅西口徒歩３分　●
営業時間＝10：00 ～ 20：00　●定休日＝不定
休　＊お弁当400円～　問☎049-298-3664


	新・駅前そぞろ歩記　若葉（わかば）　１
	新・駅前そぞろ歩記　若葉（わかば）　２
	新・駅前そぞろ歩記　若葉（わかば）　３
	新・駅前そぞろ歩記　若葉（わかば）　４

